
９月６日 全校朝会（昼の放送） 

言葉をこえたコミュニケーション ～ピクトグラムを探してみよう～  

 

 昨日はパラリンピックの閉会式があり、これで東京 2020 大会のすべての競技が終わりま

した。オリンピックもパラリンピックも無観客で行われたため、会場で応援することはで

きませんでしたが、どの競技も選手たちが力一杯競い合う姿は、とても素晴らしく見応え

がありました。メダルをとった選手はもちろんですが、参加したすべての選手の活躍に心

から拍手を送りたいと思います。 

 

 さて、みなさんは、７月 23 日に行われたオリンピックの開会式を見ましたか。その中

で、オリンピックの種目を表したピクトグラムと呼ばれるマークを 50 種類連続で見せるパ

フォーマンスがありました。ピクトグラムとは、言葉を使わなくても情報を伝えることが

できる絵や記号のことです。開会式で見せたのは、水泳や陸上など、絵を見ただけで種目

が分かるというピクトグラムでしたが、私たちの身の回りには、他にもピクトグラムがた

くさんあります。例えば、トイレや非常口はマークを見れば、だれでもすぐに見付けるこ

とができますね。最近は、道路に自転車通行帯を表すマークを見かけることも増えてきま

した。これもピクトグラムです。 

マークを見るだけで意味が分かるのでとても便利ですが、このピクトグラムが日本で使

われるようになったのは、1964 年に行われた東京オリンピックからだそうです。東京に外

国の選手や観客はもちろんのこと、日本全国からも多くの人が集まることになるため、日

本語の文字が分からない外国の人たちにも、慣れない場所で迷う人たちにも、正しく情報

を伝える工夫が必要でした。そこで、専門のデザイナーの方たちが、駅や空港、ホテルの

部屋などで役に立つようにたくさんのピクトグラムをデザインしました。それが、少しず

つ形を変えながら世界に広がり、今では、国際的な交流も多くなったので、世界共通のピ

クトグラムも作られるようになりました。ピクトグラムは、場所や物の説明だけでなく、

使い方や気を付けることなども伝えることができます。私たちの生活に役立っているピク

トグラムが身近にもたくさんあると思うので、見付けてみましょう。学校でも場所を絵で

表したピクトグラムが使われています。 

1964 年の東京オリンピックから、日本で使われ始めたピクトグラムが東京 2020 大会で

もさらに進化して、私たちの生活を支えていることを知り、これから街を歩く時には、ど

んなピクトグラムがあるかもっと探してみたくなりました。そして、学校の中に自分たち

で作ったピクトグラムがあれば、もっと楽しいだろうなあと想像してみました。みなさん

も、学校の案内や生活のルールなどが一目で分かるようなピクトグラムを考えてみてくだ

さい。すてきなアイデアを待っています。 

 

 今日は、言葉がなくても情報を伝えることができるピクトグラムのお話でした。 


